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大館北秋鹿角臨床薬剤師栄養研究会

代表世話人

鹿角組合総合病院　田村　亘



研究会の発足の経緯研究会の発足の経緯

輸液・栄養のエキスパート
としての専門薬剤師を目指す

継続的な学習の場

参加施設： 公立米内沢総合病院、北秋田市立阿仁病院、

北秋中央病院、大館市立総合病院、

大館市立扇田病院、秋田労災病院、

鹿角組合総合病院

大館、北秋、鹿角地区の勤務薬剤師対象：



平成１６年９月８日　第１回世話人会～

研究会の概要研究会の概要

「大館北秋鹿角臨床薬剤師栄養研究会」
（大館北秋鹿角Nutrition　Pharmacist　Seminar）

通称　：　NPS

名称　：

「１～１２条」　名称、目的、事業、会員、総会、
運営、会計、　等々

各病院より１名の世話人にてセミナーの
内容を検討

会則　：

世話人会 ：

発足　：

参加費：１回当たり１０００円



第１条　名称
本研究会は、大館北秋鹿角臨床薬剤師栄養研究会とする。
第２条　目的
本研究会は、大館北秋鹿角地区の病院薬剤師を中心に輸液・臨床栄養分野およびリスクマネジメントの学術的知識の向上と研究、
　NST活動に向けた情報交換をはかり輸液栄養療法の進歩、発展を目的とする。
第３条　事業
１）本研究会は原則として年数回のセミナーを開催する。
２）その他、本研究会の目的を達成するための必要な事業を行う。
第４条　会員
本研究会の会員は、世話人及び本研究会の趣旨に賛同した者等とし、本会へ申し込みする者は世話人会の承認をもって認める。
第５条　役員
本研究会は本研究会の企画、運営を行なうため、下記の役員を置く。
１）代表世話人　　１名
２）世話人　　　若干名
３）会計監事　　　１名
４）顧問　　　　若干名
第６条　総会　
　　　１）本研究会は毎年度毎に会員の過半数の参加をもって総会を開催するものとする。
　　　２）総会においては、世話人会等より提案された懸案事項を当日参加会員の2/3以上の賛同を得て承認する。
第７条　世話人会
１）世話人は世話人会を構成し、本研究会の運営方針を決定する。
２）世話人会によって代表世話人を決定する。
３）世話人会は、セミナーに合わせて、年一回は開催する。
４）世話人会は、次の事項を審議する。
　　　　　　１．事業報告及び会計報告
２．事業計画
３．役員に関する事項
４．会則の変更
５．その他必要と認めた事項
第８条　運営
　　　１）本研究会は世話人会が主題及び開催日時、場所を決定し運営するものとする。
第９条　会計
１）セミナーの運営に関する費用は１回当たり１０００円の参加費とする。
２）セミナー参加費の支払いはセミナー参加時に行う。
３）本研究会の毎年度の収支決算は会計監事が作成し、世話人会に提出する。
４）会計年度は、毎年４月１日より、翌年３月３１日とする。
但し、初年度は２００４年９月８日からとする。
第10条　事務局
本研究会の事務局は鹿角組合総合病院薬剤科に置く。
〒０１８－５２０１　秋田県鹿角市花輪字八正寺13番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：０１８６（２３）２１１１
事務責任者　田村　亘
第11条　会則変更
本研究会の会則の変更は世話人会で原案を作成し、会員の了承を得るものとする。
第12条　付則
付則１ 役員
役員については下記の通りとする。
１）代表世話人　鹿角組合総合病院　田村　亘　　
２）世話人　　　秋田労災病院　　　田村　悟
　　　　　　　　大館市立総合病院　小林　俊子
　　　　　　　　公立米内沢病院　　武田　とも子
　　　　　　　　北秋中央病院　　　鈴木　幸造
　　　　　　　　大館市立扇田病院　斎藤　正子　
３）会計監事　　大館市立総合病院　畠山　陽子
４）顧問　　　　秋田労災病院　　　畠山　章
　　　　　　　　大館市立総合病院　吹谷　英雄

大館北秋鹿角臨床薬剤師栄養研究会　会則 ※１）平成１８年５月22日追加
※２）平成１８年５月22日変更
※平成１６年９月８日発効

付則２　会則の発効
本会則は平成16年9月8日をもって発効する。
付則３　略称
本研究会が実施するセミナーの名称は「大館北秋鹿角Nutrition　Pharmacist　
Seminar」とし、この名称で案内を行う。



活動内容活動内容
第１回 平成16年９月８日 「輸液の基礎・水、電解質 」

第２回　 12月２日 「栄養管理の考え方　ｱｾｽﾒﾝﾄ、ﾌﾟﾗﾝ、ﾄﾞｳ」

第３回 平成17年３月９日 「輸液栄養処方の理解に向けて
～処方考察に必要な情報の整理～」

第４回 ６月15日 「知っておきたい経腸栄養療法のポイント
～メリット＆デメリット～」

第５回　 ９月15日 「医療現場から寄せられる問題事例の分析①
＝特に輸液調剤時における事例について＝」

第６回　 12月14日 「医療現場から寄せられる問題事例の分析②
＝配合変化や使用時安全性に関する事例等について＝」

講師： ㈱大塚製薬工場　応用開発部　臨床栄養担当　　竹原　宏明　氏

　　竹原　宏明　氏

　　竹原　宏明　氏

　　竹原　宏明　氏

講師：㈱大塚製薬工場　輸液情報センター・センター長　岩本哲史　氏

岩本哲史　氏



第７回 平成18年３月８日 １ ．第２１回日本静脈経腸栄養学会報告

２ ．施設発表「当院のNSTラウンドの現状報告」

３ ． 《特別講義》　病態別栄養管理の実際

『糖尿病の栄養管理について』

第１回総会 平成18年６月４日

第８回　 〃 「輸液栄養処方の設計と考察

～輸液栄養処方ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ

ADMICSⅡを利用した実践～」

第９回　平成18年10月４日 《特別講演》

　 『栄養療法に関する輸液の基礎知識』

　　

講師： ㈱大塚製薬工場　営業本部　営業企画担当　相原　健司　氏

大館市立総合病院　第3内科　部長　八代　均　先生

奥羽大学　医療薬剤学　教授　東海林 徹 先生



NO. 施設名 氏名No 1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回 10回
1 秋田労災病院 1 ● ● ● ● ● ● ● ●
2 秋田労災病院 2 ●
3 秋田労災病院 3 ● ● ● ● ● ●
4 秋田労災病院 4 ● ● ● ● ● ●
5 秋田労災病院 5 ● ● ● ● ● ● ●
6 秋田労災病院 6 ● ● ● ● ●
7 秋田労災病院 7 ● ● ● ● ● ● ● ●
8 秋田労災病院 8 ● ●
9 阿仁町立病院 9 ● ● ● ● ● ● ● ●
10 大館市立総合病院 1 ● ● ●
11 大館市立総合病院 2 ● ● ● ● ● ● ● ●
12 大館市立総合病院 3 ● ● ● ● ● ● ● ●
13 大館市立総合病院 4 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
14 大館市立総合病院 5 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
15 大館市立総合病院 6 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
16 大館市立総合病院 7 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
17 大館市立総合病院 8 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
18 大館市立総合病院 9 ● ● ● ● ● ● ● ●
19 大館市立総合病院 10 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
20 大館市立総合病院 11 ● ● ● ● ● ● ● ●
21 大館市立総合病院 12 ● ● ● ● ● ●
22 大館市立総合病院 13 ● ●
23 鹿角組合総合病院 1 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
24 鹿角組合総合病院 2 ● ● ● ● ● ●
25 鹿角組合総合病院 3 ● ● ●
26 鹿角組合総合病院 4 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
27 鹿角組合総合病院 5 ● ● ● ●
28 公立米内沢総合病院 1 ● ● ● ● ● ●
29 公立米内沢総合病院 2 ● ● ● ● ● ● ●
30 公立米内沢総合病院 3 ● ● ● ● ●
31 比内町立扇田病院 1 ● ● ● ●
32 比内町立扇田病院 2 ● ● ● ● ●
33 比内町立扇田病院 3 ● ● ●
34 北秋中央病院 1 ● ● ● ● ● ● ● ●
35 北秋中央病院 2 ● ● ● ● ● ● ● ●
36 北秋中央病院 3 ● ●
37 北秋中央病院 4 ● ● ● ● ● ●
38 北秋中央病院 5 　 　 ● ●
39 北秋中央病院 6 ● ●
40 北秋中央病院 7 ●
41 鹿角組合総合病院 6 ●
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第８回セミナー第８回セミナー



第９回セミナー第９回セミナー







まとめまとめ

• 栄養研究会を２年前に立ち上げた。
会則があり、会員制、会費制としている。

　

• 平成１６年９月８日より現在まで、９回の輸
液・臨床栄養分野のセミナーを開催して
いる。

　

• 栄養サポートチーム（ＮＳＴ）の一員として
活躍できるよう、常に最新の情報と知識の
習得を目指している。


